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中干し時期から発生する大型雑草

☆これらの雑草は、中干し時期から発生し急激に大きくなり収穫前に気づくことが多いです。

水がない状態で種子が発芽し、発芽すれば水の中で成長する雑草です。あぜ周辺に雑草が発生する

場合が多く、中干し終了後の入水する時にレブラス粒剤を散布すれば、雑草が大きくなるまでに

枯らすことができおススメです。

雑草が残った原因を考えよう！

除草剤を散布したのに雑草が残った原因はさまざまあり、水が抜けてしまい除草剤の処理層をしっか

りと作れなかった圃場や、昨年から雑草が多く、種子が増えて雑草を取りこぼした圃場など残った原

因があると思います。原因が分からなければ、除草剤の効果が発揮できないことになり、雑草が残っ

てしまいます。原因を知ることで有効な除草剤を選択し次への対処をしましょう。

田んぼの水が保てる場合

今まで雑草が大きすぎると粒剤タイプの除草剤では、

枯らせませんでした。このレブラス1㎏粒剤は、

ホタルイ10ｃｍでも枯らすことができます。

クリンチャーバスＭＥなどの液剤散布は大変な労力を

必要とします。レブラス粒剤は液剤ほど大きな雑草を

枯らすことは出来ませんが、散布が手軽なうえ雑草を

枯らした後、発生を抑える土壌処理効果もあります。

※必ず田んぼの水が1週間保てる圃場で散布！

収穫60日前

これからの大型雑草には、

収穫60日前の登録ギリギリで散布！！
取りこぼした雑草には、

早めに散布！！

今すぐ使うか！？最後に使うか！？（2回は使用できません）

田んぼの水が抜けてしまう圃場には！！

落水散布ができる除草剤クリンチャーバスＭＥの散布が必要です。

散布の注意点・・・① 規定量をたっぷりと散布する。 ② 散布直後に雨にあたると効果不足に

なるので注意！ ③ 生えている雑草は枯らすが、その後生えてくる雑草には効果がありません。


